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２ 

（写真２）キャノン空軍基地第１７特殊作戦飛行隊のAC-１３０Jゴース

トライダーに向かって歩く航空自衛隊航空総隊司令部のメンバー。 
 

キーン・ソードで第１７特殊作戦飛行隊は、演習のミッションを遂行す

るために必要な弾薬や人員等の軽量兵站輸送を担い、機敏な戦闘

展開戦略を支援した。 
 

（写真３）航空自衛隊の隊員にAC－１３０J内の兵器システムについ

て説明する第１７特殊作戦飛行隊AC-１３０Jゴーストライダー機上射

手アライン・ホールドマン軍曹。 
 

キーン・ソードは、米軍と自衛隊が２年に１度行う日米共同の実働演

習で、日米同盟を強化しつつ、即応態勢と相互運用性の向上を図る

ことを目的としている。  
 

２ 

（写真１）１１月１５日、横田基地で行われた日米共同統合演習「キー

ン・ソード２３」で、航空自衛隊航空総隊司令部防衛・運用課長寺崎隆

行空将補（中央）及び第５空軍副司令官ジェシー・J・フリーデル准将

（右）と、AC-１３０Jゴーストライダーの能力について話をする第１７特

殊作戦飛行隊戦術部長マーク・ウルフ少佐（左）。 
 

同演習は、日米の即応態勢と相互運用性の向上を図るとともに、二

国間の関係を強化することを目的としている。２年に１度行われるこ

の演習は、インド太平洋地域の同盟国やパートナー国の安全保障を

支える米国の決意を示すものである。 
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